　　　「メモリー」（　ミュージカル「キャッツ」(CATS)より）
　〔解説（関連諸サイトから引用・編集）〕
ミュージカル「キャッツ」は、イギリスの文学者（ノーベル文学賞受賞者でもある）T・S・エリオットの詩集「キャッツ - ポッサムおじさんの猫とつき合う法」をもとに作られ、1981年ロンドンで初演された。人間が一切出てこない型破りの演出と振付に、観客も最初は戸惑っていたがやがて世界各国で大ヒットとなった。1983年トニー賞（7部門で）受賞。
日本では劇団四季によって1983年に新宿の仮設劇場キャッツ・シアターで初演された。以降、全国で上演され続け、2009年11月から横浜みなとみらいで上演中。27年間で上演回数は7600回を超え、観客動員数は770万人以上に達している。2010年4月25日には､ブロードウェイでの公演記録を抜き､7486回の公演を達成した｡
　
都会に住まう２０数匹の個性あふれる猫たちが、月の輝く晩に集まって踊り、歌う中で、最も純粋な魂を持ち、天上に昇りうるただ１匹の猫（「ジェリクルキャッツ」）を選ぶ。夜が明け始めた頃、ジェリクルキャッツがいよいよ選ばれるとき、昔誇った美貌のかけらも見えない元娼婦猫のグリザベラが、生まれ変わる明日を願って歌う曲が「メモリー」。彼女を疎んでいたすべての猫たちが、最後には彼女の再生と幸せを心から願い、彼女を天上へと送り出してゆく。
〔歌詞〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔訳詩；関連サイトから引用、一部修正〕
Midnight, not a sound from the pavement           　夜明け、 通りの足音が消え

Has the moon lost her memory　　　　　　　　　　　昔を忘れたような月が
She is smiling alone　　　　　　　　　　　　　　　　独り微笑んでいる
In the lamplight　　　　　　　　　　　　　　　　　　街灯りの下　
The withered leaves collect at my feet　　　　　　　　足元に枯葉が吹き寄せられている
And the wind begins to moan　　　　　　　　　　　　風がうめき始める

Memory, all alone in the moonlight　　　　　　　　　思い出、月明りの下で独り
I can dream of the old days　　　　　　　　　　　　　ありし日を夢見る
I was beautiful then　　　　　　　　　　　　　　　　輝いていたあの頃
I remember　the time I knew what happiness was　　幸せというものを知っていた頃
Let the memory live again　　　　　　　　　　　　　呼び戻したい思い出の日々

Every streetlamp seems to beat　　　　　　　　　　街の灯りが瞬く
A  fatalistic warning　　　　　　　　　　　　　　　運命（さだめ）を告げるように
Someone mutters and a street lamp gutters　　　　　誰かがつぶやく　そして灯りは薄れゆき
And soon it will be morning　　　　　　　　　　　　すぐに夜は明ける

Daylight, I must wait for the sunrise　　　　　　　　陽の光、日の出を待とう
I must think of a new life　　　　　　　　　　　　　明日のことを考えよう
And I must not give in　　　　　　　　　　　　　　くじけちゃいけない
When the dawn comes　　　　　　　　　　　　　　夜が明ける頃　
Tonight will be a memory too　　　　　　　　　　　この夜も思い出に変わる
And a new day will begin　　　　　　　　　　　　　そして新しい一日が始まる

Burnt-out ends of smoky days　　　　　　　　　　　くすぶった日々の燃え尽きた最後

The stale cold smell of morning　　　　　　　　　　　色あせた朝の匂い
The streetlamp dies, another night is over　　　　　　街灯は消え、また夜が終わる

Another day is dawning 　　　　　　　　　　　　　　新しい一日の夜明け

Touch me , it’s so easy to leave me　　　　　　　　　　私に触って。置いていかないで

All alone with the memory　　　　　　　　　　　　　思い出しかない独りぼっちのままに　

Of my days in the sun　　　　　　　　　　　　　　　光にあふれていたあの頃の
If you touch me　　　　　　　　　　　　　　　　　　私に触れれば　
You’ll understand what happiness is　　　　　　　　あなたにも幸せというものが分かるはず

Look, a new day has begun　　　　　　　　　　　　ほら新しい一日が始まった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2011.3　文責／後藤）
